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資料紹介
　

こ
の
拵

こ
し
ら
えの

鞘さ
や

は
、
松
の
肌
の
よ
う
な
ご
つ
ご
つ
と
し
た

質
感
で
仕
上
げ
ら
れ
、
金き

ん

蒔ま
き

絵え

に
よ
る
桐
紋
が
散
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
柄つ

か

は
大
小
そ
れ
ぞ
れ
意
匠
が
異
な
り
、
大
刀

は
鶴
の
羽
を
塗
り
込
め
、
両
端
の
金
具
に
は
鹿
角
と
霊れ

い

芝し

、
蝙こ

う

蝠も
り

を
刻
み
ま
す
。
一
方
、
小
刀
は
薄
く
削
い
だ
亀

の
甲
羅
を
貼
り
、
金
具
の
文
様
に
は
、
一
般
に
太た

い

極き
ょ
く

図ず

と
呼
ば
れ
る
巴
紋
に
似
た
図
案
を
用
い
ま
す
。
一
見
す
る

と
、
多
種
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
に
も
思
え
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
共
通
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
作
を
含
む
拵
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
た
「
腰こ

し

物も
の

鎗や
り

長な
ぎ

刀な
た

類る
い

拵こ
し
ら
え
か
き書

帳ち
ょ
う

」
で
は
、
蝙
蝠
、
鹿
角
、
霊
芝
を
「
福

禄
寿
」
と
し
て
い
ま
す
。
蝙
蝠
の
「
蝠
」
が
「
福
」
に
、

「
鹿
」
が
「
禄
」
に
音お

ん

が
通
じ
、
こ
れ
に
吉き

っ

祥し
ょ
う

茸だ
け

の
異
名

を
持
つ
霊
芝
を
加
え
て
「
福
禄
寿
」
に
見
立
て
た
の
で
す
。

元
来
は
無
限
を
表
す
文
様
の
太
極
図
は
、「
寿
の
字
の
紋
」

と
書
か
れ
、
こ
れ
も
吉
祥
に
連
な
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

柄
に
は
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
鶴
と
亀
。「
赤
松
皮
は
だ

の
塗
り
」
に
「
五
七
桐
の
紋
」
と
さ
れ
る
鞘
に
は
、
神
の

依よ
り

代し
ろ

で
あ
る
松
と
鳳
凰
が
宿
る
桐
を
取
り
入
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
実
は
、
こ
の
拵
を
包
む
鞘
袋
は
鳳
凰
文
の
織
物

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
作
は
、
種
々
の
め
で
た
い
品
を

取
り
入
れ
た
吉
祥
づ
く
し
の
拵
な
の
で
す
。

                 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
古
幡 

昇
子
）

 　
　
　
　
　
　

 

江
戸
時
代　

当
館
蔵

弁べ
ん

柄が
ら

叩
た
た
き

塗ぬ
り

桐き
り

紋も
ん

散
ち
ら
し

鞘さ
や

大だ
い

小
し
ょ
う

拵
こ
し
ら
え



　　　　　　

展

示

案

内

月

月

～

６

７

６
月
１
日

再

オ

ー

プ

ン
！ 

展
示
室
１

テーマ展

 

大
坂
の
陣
四
〇
〇
年

 

大
坂
の
陣
四
〇
〇
年

 

彦
根
藩
士
た
ち
の
大
坂
夏
の
陣

　

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
大
坂
冬

の
陣
に
続
き
、
そ
の
翌
年
に
起
こ
っ
た
夏

の
陣
は
、
徳
川
方
と
豊
臣
方
と
の
最
終
決

戦
と
な
り
ま
し
た
。
徳
川
方
の
有
力
部
隊

と
し
て
出
陣
し
た
井
伊
直
孝
の「
赤あ
か

備ぞ
な

え
」

隊
は
、
若わ
か

江え

（
東
大
阪
市
）
に
お
け
る
合

戦
で
敵
部
隊
を
撃
破
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
坂
の
陣
の
徳
川
方
勝
利
へ
と
つ
な
が
る

大
き
な
戦
果
で
し
た
。

　

本
展
で
は
、
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
と

な
っ
た
夏
の
陣
に
お
い
て
、
赤
備
え
の
一

員
と
し
て
奮ふ
ん

闘と
う

す
る
彦
根
藩
士
達
の
姿
を

紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
６
日
（
土
） 

11
時
～
、 

14
時
～

■
講
師　

青
木 
俊
郎
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 (火)
　　　７/ ７

～
 (月)

/ １
６ 

　

彦
根
藩
井
伊
家
の
軍
装
は
、
朱
で
統
一

し
た
「
井
伊
の
赤あ
か

備ぞ
な

え
」
で
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
当
主
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

は
、
金
の

大お
お

天て
ん

衝つ
き

を
兜
か
ぶ
と
の
脇
に
立
て
た
勇
壮
な
姿
を

基
本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
時

代
の
流
行
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
初
代
直な
お

政ま
さ

に
始
ま
る
歴
代

当
主
と
、
そ
の
子
弟
が
所
用
し
た
甲
冑
の

数
々
を
展
示
し
ま
す
。
乱
世
に
制
作
さ
れ

た
質
実
剛
健
な
も
の
か
ら
、
泰
平
の
世
の

華
や
か
に
加
飾
さ
れ
た
甲
冑
ま
で
、
堂
々

と
し
た
赤
備
え
の
装
い
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

特集展示

展
示
室
２■

日
時

　

６
月
６
日
（
土
）

　

11
時
30
分
～
、
14
時
30
分
～

■
講
師

　

古
幡  

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

彦
根
藩
井
伊
家
歴
代
の
甲
冑

 (火)
　　　７/ ７

～
 (月)

/ １
６ 

朱
漆
塗
燻
韋
威
縫
延
腰
取

　

二
枚
胴
具
足
（
二
代
直
孝
所
用
）

大
坂
夏
の
陣
図
（
若
江
合
戦
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
部
分
）

朱
漆
塗
紺
糸
威
縫
延
腰
取

　

二
枚
胴
具
足
（
八
代
直
定
所
用
）

８時30分～17時　観覧無料
※展示作品はいずれも複製品です

休館の間は、開国記念館で博物館の
見どころを紹介しています。

● ●　ポケットミュージアム 「大名文化への誘
いざな

い」 ● ●

“ ほんもの ” との出会い
－彦根藩井伊家伝来の大名道具を中心に 80 点あまりを展示－

● ● 　常 設 展 示  ●  ●

展示室２～３、５～６ 
※ 6/1 ～ 7/7 は展示室３、5~6 のみ

　

彦
根
城
博
物
館
の
木
造
棟
の
一

画
に
、
色
彩
豊
か
な
庭
園
が
あ
り

ま
す
。
中
央
に
広
が
る
池
に
は
橋

が
架
か
り
、
そ
の
周
囲
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
が
博
物
館
の
中
で

あ
る
こ
と
を
一
瞬
忘
れ
る
よ
う

な
、
落
ち
着
い
た
佇
た
た
ず

ま
い
の
庭
園

で
す
。
こ
の
庭
園
も
、
彦
根
城
博

物
館
の
他
の
建
物
と
同
じ
く
、
江

戸
時
代
の
姿
を
復
元
し
た
も
の
で

す
。

  

こ
の
庭
園
が
造
ら
れ
た
の
は
江

戸
時
代
の
後
期
、
御ご

座ざ

之の

御お
ん

間ま

が

建
て
ら
れ
た
の
と
同
時
期
だ
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藩
主
の
居
間

で
あ
る
御
座
之
御
間
か
ら
観
賞
で

き
る
よ
う
に
造
ら
れ
た
庭
園
で

す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
庭
に
降
り

て
散
策
で
き
る
よ
う
に
園
路
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

  

明
治
に
入
る
と
表
御
殿
が
取
り

壊
さ
れ
、
庭
園
も
整
地
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
、
博

物
館
建
設
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た

発
掘
調
査
で
は
、
庭
園
の
遺
構
が

非
常
に
残
り
の
よ
い
状
態
で
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
掘
調
査
の

成
果
に
加
え
て
、「
表
お
も
て

御ご

殿て
ん

御お

庭に
わ

図ず

」
な
ど
の
江
戸
時
代
の
絵
図
も

参
照
し
て
復
元
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

  

こ
う
し
て
再
現
さ
れ
た
庭
園

は
、
博
物
館
の
な
か
で
も
、
も
っ

と
も
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ

る
場
所
で
す
。
博
物
館
に
お
越
し

の
際
に
は
、
四
季
折
々
の
庭
園
の

姿
を
愉
し
み
な
が
ら
、
安
ら
か
な

一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。     　

   （
松
浦 

智
博
）

　

小
連
載表

御
殿
の
み
ど
こ
ろ
③
　
庭 

園

表
御
殿
御
庭
図

復
元
さ
れ
た
庭
園

か
っ

ち
ゅ
う



募
集

催
し

　

■
特
典

・
会
員
証
で
、
常
設
展
・
テ
ー

マ
展
・
企
画
展
・
特
別
展
が

観
覧
で
き
ま
す
。（
賛
助
会
員

の
会
員
証
で
は
10
名
ま
で
）

・
友
の
会
主
催
の
講
演
会
や
現

地
研
修
等
に
参
加
で
き
ま
す
。

・
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館

だ
よ
り
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
年
会
費

　

一
般
会
員　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
円

　

一
般
会
員
（
高
校
生
）　　
　

  

１
千
円

　

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
中
学
生
）
５
百
円

　

賛
助
会
員　

１
口　
　
　
　
　

１
万
円
（
１
口
以
上
）

■
会
員
期
間

　

入
会
時
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

■
入
会
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局（
彦
根
城
博
物
館
内
）ま
で
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

＊
友
の
会
専
用
電
話

　
　

０
７
４
９
―
４
７
―
５
７
８
７

　

＊
毎
週
水
曜
日
９
時
～
17
時
在
館

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
友
の
会
に
入
会
し
、
歴
史
や
文
化
と

の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

友
の
会 

会
員
募
集

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
教
室
「
古
文
書
の
み
か

た
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時  

６
月
20
日
、
７
月
25
日
、
８
月
29
日
、
９
月
12
日
、
10
月
17

日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
平
成
28
年
１
月
23
日
の
14
時

～
16
時
（
全
８
回
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
資
料
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
（
１
人
に
つ
き
１
枚
）
の
往
信
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名

を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で　

　

＊
当
日
消
印
有
効

「
古
文
書
の
み
か
た
」
受
講
生
募
集

■
活
動
内
容

①
教
育
普
及
事
業　

小
学
生
対
象
体
験
教
室
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
・
指
導
補
助
）

②
催
し
物
事
業　

能
・
狂
言
公
演
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
受
付
、

会
場
案
内
、
会
場
・
駐
車
場
整
理
な
ど
）

③
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
彦
根

藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

＊
①
②
③
を
兼
ね
て
登
録
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

＊
③
は
、
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
終
了
さ

れ
た
方
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す
る
方
が
登
録
い

た
だ
け
ま
す
。
登
録
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
芸
史
料
課

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間　

    

平
成
27
年
３
月
20
日(

金)

ま
で

■
申
込
方
法

     

当
館
支
援
ス
タ
ッ
フ
係
ま
で
電
話

     

で
ご
応
募
く 

だ
さ
い
。

     

＊
土
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時

     

＊
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
さ
れ

     　

る
方
は
、
４
月
以
降
に
開
催
す
る

     　

研
修
へ
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

当
館
で
は
、
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
支
援
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
触
れ
あ
い

な
が
ら
、
一
緒
に
博
物
館
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
27
年
度
支
援
ス
タ
ッ
フ
募
集

彦
根
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、
実
に

個
性
的
な
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

講
座
で
は
、
博
物
館
学
芸
員
が
各
公
民
館

地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の

地
域
が
持
つ
歴
史
や
文
化
の
特
徴
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
は
４
つ

の
地
域
で
開
催
し
ま
す
。

３月４月５月６月

美
術
講
座 

第
２
回

 「
あ
な
た
の
街
の

　

   

歴
史
探
訪  

第
１
回
」

「
あ
な
た
の
街
の

　

   

歴
史
探
訪  

第
２
回
」

「
彦
根
藩
士
た
ち
の

　
　
　
　

大
坂
夏
の
陣
」

「
彦
根
藩
井
伊
家

　
　
　
　

歴
代
の
甲
冑
」

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
あ
な
た
の
街
の

　

   

歴
史
探
訪  

第
３
回
」

古
文
書
の
み
か
た
①

水
無
月
狂
言
の
集
い

＊
「
美
術
講
座　

第
２
回
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

テ ー マ 展 ・ 特 集 展 示

大坂の陣 400 年

彦根藩士たちの大坂夏の陣

彦根藩井伊家歴代の甲冑

６/ １～７/ ７

休館中
～５/31

　 開国記念館　企画展示室１
　　  ポケットミュージアム 「大名文化への誘い」

７
土

 ９
土

６
土

13
土

20
土

27
土

23
土

彦
根
城
博
物
館
出
張
講
座

　

「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪
」

■
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定

６
月
１
日
（
月
）
販
売
開
始

Ａ
席
（
正
面
席
）   

３
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
） 　

  

３
千
円

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、

　

都
合
に
よ
り
や
む
な
く
変
更
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
当
館
受
付
お
よ
び
電
話
に
て

　

販
売
。（
発
売
初
日
は
、窓
口
販
売
９
時
～
、電
話
販
売
10
時
～
）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

■
演
目

大
蔵
流
狂
言　

  

解
説　
　
　

  

茂
山 　

童
司

 「
墨す

み

塗ぬ
り

」　　
　

茂
山 

あ
き
ら 

ほ
か

 「
千ち

鳥ど
り

」　　
　

茂
山 　

  

茂  

ほ
か

 「
蝸か

牛ぎ
ゅ
う
」　　
　

茂
山 

千
三
郎 

ほ
か  

■
開
催
日
時
・
場
所

６
月
27
日
（
土
）

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

当
館
能
舞
台

水
無
月
狂
言
の
集
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
開
催
日
時
・
会
場

　

 

第
１
回　

５
月
９
日
（
土
）
東
地
区
公
民
館

　

 

第
２
回　

５
月
23
日
（
土
）
稲
枝
地
区
公
民
館

　

 

第
３
回　

６
月
13
日
（
土
）
南
地
区
公
民
館

　

 

第
４
回　

７
月
４
日
（
土
）
旭
森
地
区
公
民
館

　

＊
各
回
と
も
、
10
時
～
11
時
30
分

　

＊
論
題
・
講
師
等
の
詳
細
な
情
報
は
、
追
っ
て

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
ひ
こ
ね
等
で
お
知
ら

　
　

せ
し
ま
す
。

■
資
料
代

　

１
０
０
円

■
受
講
方
法

　

当
日
受
付

　
（
事
前
申
込
不
要
。

　

  

先
着
順
）
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江
戸
時
代
は
、
参
勤
交
代
で
全
国
の
大
名
が
江
戸
と
国
元
と

を
定
期
的
に
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
す
。
彼
ら
は

東
海
道
や
中
山
道
と
い
っ
た
街
道
を
通
っ
て
、
江
戸
や
国
元
を

目
指
し
ま
し
た
。
彦
根
藩
領
に
は
中
山
道
が
通
っ
て
お
り
、
番ば

ん

場ば

（
現
米
原
市
）・
鳥と

り

居い

本も
と

・
高た

か

宮み
や

（
現
彦
根
市
）・
愛え

知ち

川が
わ

（
現

愛
荘
町
）
と
い
う
四
つ
の
宿
場
が
あ
り
ま
し
た
。
大
名
た
ち
が

そ
れ
ら
の
宿
場
に
休
泊
す
る
と
き
、
彦
根
藩
は
藩
士
を
派
遣
し

て
彼
ら
を
迎
え
、
領
内
を
円
滑
に
通
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
藩
の
動
き
は
、「
馳ち

走そ
う

」
と
い
う
賓ひ

ん

客き
ゃ
く

を

迎
え
る
行
為
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
領
内
を
通

る
大
名
に
対
す
る
彦
根
藩
の
対
応
を
紹
介
し
、
宿
場
に
お
け
る

「
馳
走
」
行
為
の
一
端
に
迫
り
ま
す
。

  

彦
根
藩
に
よ
る
「
馳
走
」
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、「
掌し

ょ
う

中ち
ゅ
う

雑ざ
っ

記き

」（『
彦
根
城
博
物
館
叢
書
４　

彦
根
藩
の
藩
政
機
構
』
彦

根
城
博
物
館
、
二
〇
〇
三
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
は
、
文ぶ

ん

政せ
い

年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
に
作
成
さ
れ
た
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
の
帳
面
で
、
彦
根
藩
代
官
役
の
勤
め
方
全
般
に
関
す
る
情

報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
「
宿
詰
の
事
」
と
題
さ

れ
た
項
目
に
は
、
大
名
五
十
四
名
の
ほ
か
、
幕
府
役
人
や
有
力

寺
院
の
名
前
が
、「
御
両り

ょ
う

敬け
い

御
通
行
の
方
々
」
と
「
御
馳
走
こ

れ
あ
る
方
々
」
と
い
う
二
項
目
に
分
類
し
て
列
記
さ
れ
、
名
前

の
上
に
付
さ
れ
た
記
号
の
有
無
・
種
類
に
よ
っ
て
対
応
の
違
い

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
号
に
は
、
●
は
「
筋
方
・
御
代
官
方

出
る
」、○
は
「
御
代
官
ば
か
り
出
る
」、▲
は
「
御
馳
走
御
断
り
」

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す（
表
参
照
）。
こ
こ
か
ら
は
、「
筋
方
」「
代

官
方
」
が
、「
宿
詰
」、
つ
ま
り
領
内
を
通
る
大
名
が
休
泊
す
る

宿
場
に
詰
め
る
役
割
を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

  

で
は
、
ど
の
よ
う
な
大
名
が
「
宿
詰
」
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、「
御
両
敬
御
通
行
の
方
々
」
は
、

井
伊
家
と
両
敬
関
係
に
あ
っ
た
大
名
を
西
国
中
心
に
列
記
し
た

も
の
で
す
。「
両
敬
」
と
は
親
戚
の
関
係
に
あ
っ
た
大
名
同
士

が
結
ん
だ
関
係
で
、
互
い
に
同
等
の
敬
礼
を
用
い
た
と
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
井
伊
家
と
親
し
い
大
名
が
こ
ち
ら
に
含
ま
れ
る

と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
記
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
大
名
も
少

な
か
ら
ず
み
ら
れ
、
も
と
も
と
「
宿
詰
」
の
対
象
で
は
な
か
っ

た
大
名
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、「
御
馳
走
こ
れ
あ

る
方
々
」
は
、
紀
州
徳
川
家
や
前
田
家
な
ど
、
西
国
の
国
持
大

名
が
中
心
で
す
。
こ
れ
ら
の
有
力
な
大
名
に
対
し
て
は
、
井
伊

家
と
特
に
親
し
い
関
係
に
な
く
と
も
、「
宿
詰
」
が
必
要
と
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

  「
筋
方
」「
代
官
方
」
と
は
、
筋
方
役
所
と
代
官
役
所
と
い
う
、

彦
根
藩
領
の
村
の
支
配
を
担
っ
た
機
関
を
指
し
、
筋

奉
行
と
代
官
が
そ
れ
ぞ
れ
を
統
括
し
て
い
ま
し
た
。

●
と
○
の
記
号
は
、
代
官
役
所
か
ら
の
み
「
宿
詰
」

の
役
人
を
派
遣
す
る
の
か
、
筋
方
役
所
か
ら
も
派
遣

す
る
の
か
を
示
す
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

筋
奉
行
は
藩
領
の
村
方
支
配
全
般
を
統
括
し
た
役
職

で
あ
り
、
街
道
の
掃
除
や
火
災
対
策
な
ど
、
宿
場
の

管
理
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
の
代
官
は
主
に
百

姓
の
生
活
に
関
与
す
る
部
分
を
管
轄
し
た
役
職
で
、

享き
ょ
う

和わ

元
年
（
一
八
〇
一
）
に
「
宿
詰
」
が
職
務
の
一

つ
に
定
め
ら
れ
、
同
三
年
か
ら
は
宿
場
の
本
陣
や
高こ

う

札さ
つ

場ば

の
修
復
も
管
轄
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

も
に
宿
場
の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
職
務
に
含
ま
れ
て

い
た
た
め
、
実
際
に
宿
場
ま
で
派
遣
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

寛か
ん

政せ
い

五
年
（
一
七
九
三
）
に
丹
波
園そ

の

部べ

藩
主
の
小こ

出い
で

信し
な

濃の
の

守か
み

が
愛
知
川
宿
に
泊
ま
っ
た
際
の
実
例
を
示

し
た
文
書
（「
筋す

じ

方か
た

用よ
う

状じ
ょ
う

」
彦
根
藩
関
係
文
書
一
―

二
七
）
に
は
、
使
者
を
兼
ね
た
筋
方
役
所
の
役
人
と
代
官
の
ほ

か
、
馬う
ま

割わ
り

役や
く

・
先さ

き

払ば
ら
い

・
掃
除
見
廻
り
役
と
い
う
役
割
が
み
え
ま

す
。
馬
割
役
は
、
次
の
宿
場
へ
物
資
を
運
ぶ
伝て

ん

馬ま

の
使
用
を
監

督
し
、
賃
銭
の
勘
定
に
も
関
わ
る
役
割
、
先
払
は
大
名
の
先
導

を
す
る
役
割
、
掃
除
見
廻
り
役
は
宿
場
が
掃
除
さ
れ
て
お
り
、

綺
麗
に
保
た
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
役
割
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
、筋
奉
行
の
配
下
で
足
軽
が
勤
め
た
役
割
で
、

こ
う
し
た
点
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
大
名
た
ち

が
円
滑
に
通
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に

は
、
他
大
名
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
彦
根
藩
の

意
図
が
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
使
者
の

派
遣
や
通
行
の
円
滑
化
な
ど
が
、「
馳
走
」
を
構
成
す
る
要
素

で
し
た
。
大
名
を
迎
え
る
方
法
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
時
期
や

相
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の

事
例
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
松
浦 

智
博
）

宿詰一覧　※酒井雅楽頭は、●と○が両方記されているため、双方の欄に併記した。

「御両敬御通行の方々」 「御馳走これある方々」
居　城 大　名 居　城 大　名

●筋方・
　代官方

姫　路 
浜　田 
久留米 
福　山 

伊予吉田 
挙　母 

岡

酒井雅楽頭※　　　 
松平周防守　　　　  
有馬中務大輔　　　 
阿部伊勢守　　　　 
伊達紀伊守　　　　 
内藤山城守　　　　 
中川修理大夫

（和歌山） 
（金　沢） 
（鹿児島） 

萩 
生　実

紀州（徳川）　　　　 
加賀（前田）　　　　 
松平（島津）薩摩守　 
松平（毛利）大膳大夫 
森川兵部少輔

○代官方
　ばかり

姫　路 
徳　島 
延　岡

酒井雅楽頭　　　　 
松平（蜂須賀）阿波守 
内藤備後守

（熊　本）細川越中守

▲馳走
　断り

大和郡山 
鯖　江 
麻　田 
丸　亀 
林　田

松平（柳沢）甲斐守　 
間部若狭守　　　　 
青木甲斐守　　　　 
京極能登守　　　　 
建部内匠頭

（福　井） 
（福　岡） 
（広　島） 

鳥　取 
高　知 
岡　山 
松　山 
小　倉 
柳　川

松平越前守　　　　  
松平（黒田）筑前守　 
松平（浅野）安芸守　 
松平（池田）因幡守　 
松平（山内）土佐守　 
松平（池田）上総介　 
松平隠岐守　　　　 
小笠原左近将監　　 
立花左近将監

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

宿
場
に
お
け
る
彦
根
藩
の
「
馳
走
」


